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天竜川ダム再編事業環境検討委員会
第１回議事要旨（案）

●環境の現況分析

①天竜川の河川環境について、佐久間ダム完成以前からの変化を把握するとともに、
最近の傾向（ベクトルの方向）及びその要因について分析する必要があり、その
ためには今までのインパクトに対するレスポンスを整理する必要がある。

②天竜川の河川環境について、昭和30年代に遡るという視点も必要である。

③現況として、砂利採取の条件や採取している粒径について整理する必要がある。

④海岸侵食の要因の現状分析を整理する必要がある。

⑤現況として、佐久間ダムがどんなオペレーションをしているのか整理する必要がある。

⑥現況として、貯水池の生物環境について整理する必要がある。

⑦物理環境については、河口テラスの材料を調べるとか、旧河道沿いの堆積物を調べ
るなど、昔を調べるという視点も重要であり、別途の研究との連携も大事である。
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天竜川ダム再編事業環境検討委員会
第１回議事要旨（案）

●再編事業で目指すもの

①天竜川中下流部における望ましい環境について「砂礫河原が広がる河川環境」とし
ているが、目指すべき環境像について、もう少し議論する必要がある。

②天竜川中下流部において、今後いろいろな事業が想定される中で、再編事業がどう
いう位置づけなのかをもう少し明確にする必要がある。
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天竜川ダム再編事業環境検討委員会
第１回議事要旨（案）

●環境予測・評価

①緊急度の高い遠州灘の海岸侵食への対応に関連し、ダムからの排砂が河道を通して、どれ
だけの時間をかけて海岸まで流れていくのかなど、再編事業による海岸への土砂供給を時
間軸で明確にする必要がある。
②レスポンスを評価するには、どれだけの土砂がでてくるのかを与えられる必要がある。
③佐久間ダムに治水機能を持たせることによる流況変化が、土砂動態に及ぼす影響を検討す
る必要がある。まず、流況変化についてハイドロでの説明が必要である。

④最近の河川環境の傾向に対して、再編事業がどのように作用するかを明らかにする必要が
ある。
⑤海岸侵食の抑制を目指す場合、例えば、①河口付近のテラスをこれ以上後退させない、②
周辺海岸までの侵食を緩和させる、等のシナリオに分けて議論する必要がある。

⑥海岸侵食をこれ以上進めないことを目標とする場合、基準とする年を明確にしておく必要
がある。

⑦再編事業による環境変化に対するミチゲーションとしてだけでなく、環境改善あるいは再
生といった視点からも注目種を選定する必要がある。
⑧土砂及び流況による物理環境が変化することで、どういう生物が一番うまくレスポンスし
て、どれを見ていけば一番その状況がモニタリングできるかという視点が必要である。

⑨河川環境の評価については、個々の生物の生息状況だけでなく、当該生物の生息条件を整
理した上で、それらの組み合わせによって行うべきである。
⑩付着藻類について、エサとしての価値が極めて高いので、どう評価するかといった検討項
目を入れる必要がある。
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第２回 委員会の議事

1. 天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1 環境の変遷分析

1.2 環境の追加現状整理

2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

2.1 目指すべき環境像の整理

2.2 ダム再編事業の位置づけの整理

3. 環境予測・評価

3.1 環境予測・評価の方法

3.2 物理環境の予測

3.3 生物環境の予測

4. 今後の調査計画

4.1 調査計画の進め方

4.2 今までに実施した調査

4.3 予測精度の向上（案）

4.4 土砂供給実験（案）

4.5 事前調査（案）
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１．天竜川中下流部における環境の現況分析
１. 天竜川中下流部における

環境の現況分析

第１回委員会の主な意見 今回の説明
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河川環境

①佐久間ダム完成以前からの変化把握

②最近の傾向（ベクトルの方向）とその要因の分析

③今までのインパクトに対するレスポンスの整理

④昭和３０年代の河川環境にさかのぼるという視点

⑤砂利採取の条件、採取している粒径の整理

⑥佐久間ダム洪水時操作、発電利用操作の整理

⑦旧河道沿いの土砂特性の把握

⑧河口テラスの土砂特性の把握

⑨海岸侵食の要因と現状分析
海岸環境

貯水池環境 ⑩貯水池の生物環境の整理

○環境の変遷分析

１．インパクトの整理

・自然インパクト

・人為インパクト…⑤⑥⑨

２．レスポンスの整理 ①②③④⑨

・過去からの航空写真等からの変遷分析

・生物調査による変遷分析 等

３．変遷分析のまとめ

○環境の追加現状整理

・第１回委員会資料からの追加説明⑩

※⑦⑧は別途研究と連携していく予定



１）自然インパクト 年最大流量の変遷
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷
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●年最大流量（時間）の10年間平均は、昭和50年代から減少傾向
●平成4年～平成10年の7年間は、平均年最大流量を下回っている
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鹿島地点 年最大流量（時間）の経年変化

平均年最大流量4,600m3/s（S22～H16）

下回っている期間
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２）人為インパクト ①河川改修
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

①佐久間ダム完成以前

出典：米軍写真

出典：浜松領分図

浜松城主青山氏作成

江戸時代（1678～1702）

昭和３０年頃までに、派川締切、築堤が概成

昭和２１年

大平川の締め切り
（S12～14）

東派川締切り
(S10～19)

河道拡幅・築堤
(大正～S10頃)

霞堤締切り
(S20頃)

水制工の設置
(S21～31)

西派川締切り
(S25～26)



２）人為インパクト ①河川改修
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1イ ンパクトの変遷

②佐久間ダム完成以降

10

高水敷の造成
－：S40～44
－：S45～49
－：S50～59
－：S60～H1
－：H7～11
－：H12～18

昭和40年～50年代を中心に高水敷が造成され、低水路幅が固定

昭和３１年

平成１７年

S37霞堤締切
（井通堤）

S38霞堤締切
（八幡堤）

S42霞堤締切
（中瀬堤）

1km 3km 5km
7km

9km 11km
13km

15km 17km 19km 21km

S40～44
高水敷造成



河川での砂利採取には、砂利採取法による認可のほか、
河川法（昭和３９年制定）の許可が必要

総合的な河川砂利対策を実施するため、河川砂利基本
対策要綱（昭和41年）を策定
規制計画…砂利等の採取を計画的に規制する必要のある区間に策定

水系一貫した計画のもと河川管理上支障のない範囲内で
計画

特定採取制度…砂利等の需給状況が逼迫している地域の河川に適用
砂利採取業者が対策工事を実施できるときに河川管理
上支障のない範囲で採取できる制度

用途規制…河川砂利が枯渇しつつある河川について区間を限って用途
（ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材）を規制
水防活動、災害復旧のための応急措置の用に供する場合、
その他やむを得ない特別の事情がある場合以外は、埋立、
盛土、宅地造成等他の用途に使用できない。

昭和31年：骨材資源である砂利を有効に採取するため、旧砂利採取法が制定（事後届出制度）

昭和43年：骨材需要の急速な増加に伴い、砂利の採取に起因する災害が各地で頻発
その規模やその与える影響が深刻で大きな社会問題となったため制定

海、河川、陸、山に問わず砂利採取業を行う場合は砂利採取法が適用

１．砂利の採取に伴う災害を防止する
２．砂利採取業の健全な発達に資する

砂利採取業者の登録制度（都道府県知事）
砂利採取計画の認可等の規制（都道府県知事・河川管理者）

鹿島

遠州灘

佐久間ダム

秋葉ダム

船明ダム

規制区間

Ｈ3～ 特定採取区間

Ｓ43～ 用途規制区域

Ｓ40
直轄指定

Ｓ41
直轄指定

２）人為インパクト ②砂利採取
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

砂利採取法の概要

河川砂利に関する法律、対策要綱
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２）人為インパクト ②砂利採取
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

天竜川中下流部での河川の砂利採取の経緯

大正初期 手掘による河川砂利の採取が始まる

昭和30年代 本格的な砂利採取が実施され年々増加

昭和40年代 河川法の制定、河川砂利の枯渇、規制計画の策定により採取量は年々減少

昭和45年頃 下流部のみで砂利需要に対応出来ないため、中流部、船明ダム、秋葉ダム、

佐久間ダムの採取を着手

平成3年～ 25km (鹿島地点)下流で河川砂利の枯渇により特定採取区間となる

平成18年～ 秋葉ダム下流（河口まで）区間では、砂利を選別する採取方法（砂を極力残す）
を取り入れる

12砂利採取量の経年変化

下流部の砂利採取状況

○１８年の砂利採取状況

中流部の砂利採取状況

○採取土砂をフルイ
で選別している

○バケットに穴を開け
水洗いで選別している



２）人為インパクト ②砂利採取
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

●改修計画上の河道掘削範囲を砂利採取し骨材資源として有効活用されている

●昭和35年～昭和49年にかけて25km下流において盛んに砂利採取

（最大約140万ｍ３/年）

●近年は14km～25km区間で年間約20万ｍ3に減少

●昭和29年～平成16年までの50年間で計約30百万ｍ3

●平成18年から砂利を選別する採取方法（砂を極力残す）を取り入れる

（秋葉ダム下流）
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２）人為インパクト ③ダム建設
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

堆
砂
量
 [
千
m
3
]

佐久間ダム 15ダムの堆砂量の合計値 5ダム(佐久間・秋葉・水窪・船明・新豊根ダム)合計堆砂量

佐久間ダム
の堆砂量

総貯水容量－有効貯水容量

258,130千m3（15ダム合計）
泰
阜
ダ
ム
完
成
：
S1

1(
19

36
)

平
岡
ダ
ム
完
成
：
S2

7(
19

52
)

佐
久
間
ダ
ム
完
成
：
S3

1(
19

56
)

秋
葉
ダ
ム
完
成
：
S3

3(
19

58
)

水
窪
ダ
ム
完
成
：
S4

4(
19

69
)

新
豊
根
ダ
ム
完
成
：
S4

8(
19

73
)

船
明
ダ
ム
完
成
：
S5

2(
19

77
)

昭
和

36
年
（1

96
1）
大
出
水

昭
和

57
年
（1

98
2）
大
出
水

昭
和

58
年
（1

98
3）
大
出
水

5ダム合
計堆砂量

ダム建設と堆砂量の経年変化
14



15

現行の佐久間ダムの洪水時操作

２）人為インパクト ③ダム建設
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.1 インパクトの変遷

洪水時の操作：河川の従前の機能維持を図る放流
（貯水池により洪水伝播速度が大きくなるため、相当分をゲート操作）

年平均放流回数：約５回、年平均放流日数：約31日（S32～H16）

Qin

Qout

佐久間ダム地点の流量・貯水位（S58.9洪水）
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（H4～H7）
東側導流堤
（S39～S48）

西側導流堤
（S40～S46）

今切口

離岸堤
（S61～H3） 導流堤

（S33～S38）

馬込川（浜松五島海岸）

消波堤群
（S45～S58）

竜洋海岸

各事業による施設施工・完成年

２）人為インパクト ④海岸、港湾、漁港 1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1環境の変遷分析

1.1.1 インパクトの変遷

西防波堤
（S49～H3）

福田漁港

位置 項目
東側導流堤
西側導流堤
離岸堤

馬込川 導流堤
消波堤群
離岸堤群

竜洋海岸 離岸堤群
福田漁港 西防波堤完成

浜松五島海岸

S45 S50 S55

今切口

S30 S35 S40 H2 H7 H12S60
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①縦断・横断測量による変遷分析

大正7年を基準とした平均河床高の変動

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

平均河床高縦断図

S31年まで11km上流
において上昇傾向

S31～42年に顕著な
低下

S62～H9年に20km
上流において低下
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0.0
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高
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動
(m
) 昭8

昭31

昭42

昭50

昭62

平9

平15

H.W.L.以下の河積
をH.W.L.の川幅で
除したもの

平均河床高の算出方法



①縦断・横断測量による変遷分析

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1920 1940 1960 1980 2000 2020

年（西暦）

平
均
河
床
高
の
変
動
[m
]

区間１
区間２
区間３
区間４
区間５

区間１：
0.4km～6.6km
区間２：
6.6km～10.6km
区間３：
10.6km～15.2km
区間４：
15.2km～21.2km
区間５：
21.2km～25.0km

大正７年を基準とした区間毎の平均河床高の変動

低下

上昇
S8

S31

S42
S50

S62

H9 H15

（※河道区分：河床勾配、河道平面形態・支川流入、河床材料の代表粒径等により設定）
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洗
掘
深
［
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区間１

区間２

区間３

区間４

区間５

①縦断・横断測量による変遷分析

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

区間１：
0.4km～6.6km
区間２：
6.6km～10.6km
区間３：
10.6km～15.2km

洗掘深の区間別変化

（※洗掘深＝最深河床高－平均河床高）

T7
S8

S31
S42

S50 S62 H9

H15

年（西暦）

区間４：
15.2km～21.2km
区間５：
21.2km～25.0km

H.W.L.

洗掘深＝
平均河床高－最深河床高

最深河床高

平均河床高

洗掘深の把握方法イメージ

区間１～３はS42から、区間４・５ではS31から
洗掘深の顕著な拡大が見られる
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■判読の方法

●航空写真データ ： Ｓ２１～Ｈ１７（３０ヶ年分）

② 航空写真判読による変遷分析

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

項目 判読の方法 備 考

砂州 「砂州の前縁線」を抽出

樹林 まとまった群落を形成する樹林，及びある程度の面積
で散在する疎林を抽出

樹林化率

＝樹林の面積／河道
の面積

草地 河原、樹林以外の範囲で公園などの利用がなされて
いる箇所も草地に含め抽出

河原 自然裸地及び水域を抽出

※河原と水域を一緒にしたのは、撮影日によって流量が違い、水面比
率が変わることから、航空写真で樹木が見えない水域は、小流量時に
は河原であるものと類推できるため。

河 原率

＝河原の面積／河道
の面積

瀬 州に付随した「浅そうな流路」を抽出

ワンド・たまり 「閉鎖水域（＝水溜り）」や「入り江状の水域」 を抽出

20
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凡 例

樹林

樹林面積は増加

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

② 航空写真判読による変遷分析（樹林・河原・草地）

平成１７年

昭和６２年

昭和２１年

砂利採取跡地と推察される
無数の堀り跡が見られる

S38
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H17

平均年最大流量4,600m3/s（S22～H16）

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

② 航空写真判読による変遷分析

河原及び樹林の割合経年変化

年最大流量（時間）の経年変化（鹿島地点）

昭和２０年代は、ほぼ全域が河原
平成７から８年にかけて樹林化の進展
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砂州の変化

・交互砂州が持続

23

昭和２１年

昭和５１年

平成１７年

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

② 航空写真判読による変遷分析（砂州・瀬・ワンド・たまり）

・複列砂州が卓越
・振幅は堤間幅

・交互砂州化
（高水敷の造成により

振幅の幅が縮小）

凡 例

砂州の前縁線

瀬

ワンド・たまり

19k～21k付近
写真が不鮮明なため一部推測



１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

② 航空写真判読による変遷分析（砂州・瀬・ワンド・たまり）

区間１：
0.4km～6.6km
区間２：
6.6km～10.6km
区間３：
10.6km～15.2km
区間４：
15.2km～21.2km
区間５：
21.2km～25.0km
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H17

複列砂州の時代は
数が多い

交互砂州化で減少後に
安定傾向

瀬数の経年変化
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24
ワンド数の経年変化

ワ
ン
ド
・
た
ま
り
数

[箇
所
数

]

H17

砂利採取の跡地がたまりになり大幅増
近年はワンド数に
変化は見られない

S38 砂利採取跡地



１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

③ 河床材料の粒度分析

河床材料データの状況

採取法
No. 採取年度 採取ピッチ

表層 上層 下層

1 昭和29～34年度 1k～3k程度 ● ● 不明

2 昭和39年度 1k程度 ● ● 左右岸・流心

3 昭和41年度 1k程度 ● ● 左右岸・流心

4 昭和55年度 1k程度 ● 左右岸・流心

5 昭和57年度 14.8ｋ付近のみ ● 左岸

6 昭和58年度 14.8ｋ付近のみ ● 左岸

7 昭和59年度 14.8ｋ付近のみ ● 左岸

8 平成13年度 1k～2k程度 ● ● 左右岸・流心

9 平成15年度 ● ● 流水・水際部

10 平成16年度 ● ● 流水・水際部

11 平成17年度 ● ● 砂州の水際部

1k、3k、12k、18k、25k付近

場所

注）H15,16の上層は線格子で実施

表層は線格子による
上層は表面（15cm～20cm）を取り除き、約
30cm～50cmの厚さまで約60～100kgを採取し、
ふるい分け試験を実施
下層はさらに50ｃｍ程度の深さを採取しふる
い分け試験を実施

河床材料の採取方法

表層（線格子）

下層･･･地中粒度

※表層除去部

上層･･･地中粒度

25



26

経年的変化傾向は、明瞭に見られない。

１）物理環境の変遷分析＜河川＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

③ 河床材料の粒度分析（上層）
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１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

①汀線の変化

離岸堤群離岸堤群

消波堤群離岸堤群

27

遠州灘の海岸線では、天竜川および馬込川河口付近で侵食が顕著

天竜川河口部では、汀線が約300m後退

今切口導流堤、福田漁港西防波堤では、沿岸流上手側で堆積傾向

浅羽
海岸

福田漁
港海岸

福田
海岸

磐田
海岸

竜洋
海岸

浜松五
島海岸

浜松篠原
海岸

舞阪
海岸

浜名港
海岸

湖西
海岸

新居
海岸

-300

-200

-100

0

100

200

300
45            40            35             30            25     20            15            10             5             0

沿岸方向距離[km]

昭
和
3
7
年
基
準
の
汀
線
変
化
量
[m
]

（出典：第6回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会資料）
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１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

②天竜川以西の汀線の変化

1970～80年代に施設整備

沖合施設（離岸堤及び消波堤）

施設の背後は堆砂し汀線の後退が止まっているが、
施設沖合は侵食傾向で、西側の汀線が後退している

（出典：第2回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会資料）

↑
天竜川流出
土砂減少

天竜川河口テ
ラスの縮小

↓

河口砂洲
の後退

浜松五島海岸の
沖合部侵食

↓

施設背後
の堆砂

施設沖
合侵食

今切口周辺の堆砂
問題(航行障害)

↓

堆砂
安定域

新居海岸
の侵食被害

↓

現在は安定
(侵食域波及)

侵食域
の拡大
→

現在は
動的平衡状態
(侵食域波及)

中田島海岸の
侵食被害
↓

侵食域
の拡大
→

1962(S37).11基準汀線変化量の沿岸方向分布1984.3

1972.10

1995.3

2004.1（H16）（S47）

（H7）

（S59）

施設背後と前面の堆砂

浜
松
五
島
海
岸
の
状
況

河口テラスはＨ７年より後退が顕著

天竜川河口テラス
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③河川供給土砂の減少

（ダム建設、砂利採取等）

④侵食対策のための離岸堤建設

③遠州灘海岸侵食の要因

①卓越沿岸漂砂の阻止

②波の遮蔽域形成に伴って周

辺海岸で起こる海岸侵食

離岸堤

堆積

侵食

漂砂の向き

出典：海岸侵食の実態と解決策、宇多高明、2004より抜粋

１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷
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④河口テラスの変遷

（出典：第7回 遠州灘沿岸侵食対策検討委員会資料）
※侵食量は1984（S59）～2004（H16）の合計値

１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷
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１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

S35           S45            S55            H2           H12  

●水深５mの汀線からの距離を見ると、主要な洪水年（S36,S43,S49,S57）
に河口テラスが沖合に前進している
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１）物理環境の変遷分析＜海岸＞
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷

遠州灘沿岸（天竜川以西）における水深別粒径累加積曲線
（出典：第2回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会資料より抜粋）

遠州灘沿岸における←主な構成材料は０．１～１mm（細砂・中砂）

沖合方向には中砂→細砂になる傾向 ●天竜川河口付近では2mm以上の礫も存在

⑥海岸での粒度分布特性



２）河川環境に生息・生育する生物の変遷
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷
２）生物環境の変遷分析

文献(S30～)、河川水辺の国勢調査(H3～)、漁業統計等(S28～)を

用いて天竜川中下流部に生息・生育する生物の変遷を整理

○使用データ
＜河川＞
哺乳類 （H6、11、16）

鳥類 （H7、12）

爬虫類 （H6、11、16）

両生類 （H6、11、16）

底生動物 （H6、9、14）

魚類 （H3、9、13）

＜海岸＞
アカウミガメ

魚類

文献

河川水辺の国勢調査

＋

底生動物底生動物

魚類魚類

両生類両生類
大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾生 湿生 淵 早瀬 平瀬 ワンド 静水域

イワツバメ 夏鳥 1 463 1 184 ■

ヒヨドリ 留鳥 2 104 2 102 ◎

メジロ 留鳥 3 25 15 ○ ○

カワアイサ 冬鳥 4 23 5 41 ○ ○ ○

シジュウカラ 留鳥 4 23 8 27 ○

エナガ 留鳥 4 23 5 ◎

ホオジロ 留鳥 7 22 4 58 ○ ◎ ○

ウグイス 留鳥 8 16 3 72 ○ ◎ ○

トビ 留鳥 8 16 10 20 ○ ○

カケス 留鳥 10 15 9 23 ◎

カワウ 留鳥 5 6 30 ◎ ○ ○ ○ ○

マヒワ 留鳥 6 30 ○ ○

樹林
草地

生息環境等

その他
瀬淵等

中
流
部

中州・河原

天天浜5（65.9-66.4km）

種名 生活型
H7年度 H12年度鳥類鳥類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

底生動物底生動物

魚類魚類

両生類両生類
大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾生 湿生 淵 早瀬 平瀬 ワンド 静水域

イワツバメ 夏鳥 1 463 1 184 ■

ヒヨドリ 留鳥 2 104 2 102 ◎

メジロ 留鳥 3 25 15 ○ ○

カワアイサ 冬鳥 4 23 5 41 ○ ○ ○

シジュウカラ 留鳥 4 23 8 27 ○

エナガ 留鳥 4 23 5 ◎

ホオジロ 留鳥 7 22 4 58 ○ ◎ ○

ウグイス 留鳥 8 16 3 72 ○ ◎ ○

トビ 留鳥 8 16 10 20 ○ ○

カケス 留鳥 10 15 9 23 ◎

カワウ 留鳥 5 6 30 ◎ ○ ○ ○ ○

マヒワ 留鳥 6 30 ○ ○

樹林
草地

生息環境等

その他
瀬淵等

中
流
部

中州・河原

天天浜5（65.9-66.4km）

種名 生活型
H7年度 H12年度鳥類鳥類 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾生 湿生 淵 早瀬 平瀬 ワンド 静水域

イワツバメ 夏鳥 1 463 1 184 ■

ヒヨドリ 留鳥 2 104 2 102 ◎

メジロ 留鳥 3 25 15 ○ ○

カワアイサ 冬鳥 4 23 5 41 ○ ○ ○

シジュウカラ 留鳥 4 23 8 27 ○

エナガ 留鳥 4 23 5 ◎

ホオジロ 留鳥 7 22 4 58 ○ ◎ ○

ウグイス 留鳥 8 16 3 72 ○ ◎ ○

トビ 留鳥 8 16 10 20 ○ ○

カケス 留鳥 10 15 9 23 ◎

カワウ 留鳥 5 6 30 ◎ ○ ○ ○ ○

マヒワ 留鳥 6 30 ○ ○

樹林
草地

生息環境等

その他
瀬淵等

中
流
部

中州・河原

天天浜5（65.9-66.4km）

種名 生活型
H7年度 H12年度鳥類鳥類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

漁業統計

アカウミガメの産卵調査

漁業統計
上記＋
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２）河川環境に生息・生育する生物の変遷
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.2 レスポンスの変遷
２）生物環境の変遷分析
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底生動物底生動物

両生類両生類
大千瀬川合流点 天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

底生動物底生動物

両生類両生類
大千瀬川合流点 天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

大千瀬川合流点 天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
クサガメ 1 1 ○
カナヘビ 1 5 1 1 ○ ○
ヤマカガシ 2 2 1 1 ○
ジムグリ 3 1 ○
トカゲ 3 1 ○ ○
アオダイショウ 1 1 ○
シマヘビ 1 1 ○

中州・河原
樹林

草地

中
流
部

種名
H6年度 H11年度 H16年度爬虫類爬虫類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

大千瀬川合流点　天天浜5（67.0-68.0km）

順位 個体数 順位 個体数 順位 個体数 砂礫 砂泥 乾性 湿性
タヌキ 1 4 1 18 4 4 ○ ○ ○ ○ ○
イタチ属の一種 1 4 2 10 6 1 ○ ○ ○ ○ ○
コウベモグラ 3 3 4 6 4 4 ○ ○
ノウサギ 4 2 3 8 1 19 ○ ○
キツネ 5 1 ○ ○ ○ ○ ○
カモシカ 5 5 ○ ○
ホンドジカ 2 10 ○ ○
イノシシ 3 9 ○ ○ ○

中
流
部

中州・河原
樹林

生息環境等

種名
H6年度 H11年度 H16年度 草地哺乳類哺乳類

大きな変化はみら
れない

春
(Ｈ7.5.21)

夏
(H7.7.16)

秋
(H7.9.23)

初冬
(H7.10.29)

冬
(H8.2.11)

順位 個体数 春
(H12.5.20～21)

繁前
(H12.5.20～21)

繁後
(H12.6.17,6.19

)

秋
（H12.10.21～22)

越冬
(H13.1.25,1.28～

29）

順位 個体数

イワツバメ 夏鳥 252 211 1 463 53 56 75 1 184

ヒヨドリ 留鳥 10 20 36 18 20 2 104 10 18 19 42 13 2 102

メジロ 留鳥 10 1 14 3 25 3 5 3 4 15

カワアイサ 冬鳥 4 8 11 4 23 8 2 4 7 20 5 41

シジュウカラ 留鳥 1 2 10 5 5 4 23 1 4 9 8 5 8 27

エナガ 留鳥 20 3 4 23 1 2 2 5

ホオジロ 留鳥 2 1 1 4 14 7 22 6 8 5 9 30 4 58

ウグイス 留鳥 5 3 2 5 1 8 16 27 27 18 3 72

トビ 留鳥 5 5 3 3 8 16 6 3 3 5 3 10 20

カケス 留鳥 3 7 5 10 15 6 3 2 9 3 9 23

カワウ 留鳥 5 5 2 1 25 2 6 30

マヒワ 留鳥 30 6 30

H7年度 H12年度
種名 生活型

中
流
部

大輪橋　天天浜5（65.9-66.4km）

鳥類

魚類

海岸

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H3・4 H9 H13

漁業統計

アカウミガメの産卵調査

漁業統計

河川

特徴的な種類に
変化の傾向が・・・

変化は・・・
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H7 H12

天竜川河口

（天天浜1　0.3～1.6km)

その他

樹林性調類
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浜北大橋
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樹林性鳥類
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H7 H12

船明ダム下流

（天天浜3　28.0～28.8km)

その他

樹林性鳥類

①樹林性鳥類の構成比の増加

浜北大橋・船明ダム下流では樹林性鳥類の構成比が増加

100％

８０％

６０％

４０％

２０％

０％

河口部（区間2）
天竜川河口

(天天浜1 0.3～1.6km)
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H7
確認数=975

H12
確認数=605

H7
確認数=713

H7
確認数=609

H12
確認数=805

H12
確認数=499

下流部Ⅰ（区間2～4）
浜北大橋

(天天浜2 18.2～18.8km)

下流部Ⅱ（区間5）
船明ダム下流

(天天浜3 28.0～28.8km)

その他

樹林性
鳥類

※樹林性鳥類：林縁に生息するホオジロ、林内に生息するエナガ等
樹林を主な生息場とする鳥類

※H7、H12河川水辺の国勢調査

遠州灘
佐久間ダム船明ダム

秋葉ダム

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1環境の変遷分析

1.1.2 レスポンスの変遷 ２）生物環境の変遷分析
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②ワンドを好む魚類の増加（個体数と種数）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%構
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比

※H3・4、H9、H13河川水辺の国勢調査 H3秋、H4春、H9春・秋、H13春・夏・秋のうち、春・秋の集計
※河口部のH13調査では、ボラ類の出現個体数が非常に多く、偶発的な結果であると判断した

凡例
その他の種
（アユ、ウグイ等）

生活史の一部で
ワンドも
利用する種
(オイカワ、カワム
ツ等)

生活史の大半で
ワンドを
利用する種
(フナ類、メダカ等)

H13
確認数
=876

H9
確認数
=378

H3・4
確認数
=174

遠州灘 佐久間ダム船明ダム 秋葉ダム

種

数

下流部Ⅰ（浜北大橋）ではワンドを好む種の構成比、種数が
河口部（天竜川河口）ではワンドを好む種の種数が増加傾向

河口部（区間1）
天竜川河口

(天天浜1 0.3～1.6km)

下流部Ⅰ（区間2～4）
浜北大橋

(天天浜2 18.2～18.8km)

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1環境の変遷分析

1.1.2 レスポンスの変遷 2)生物環境の変遷分析

H13
確認数
=273

H9
確認数
=223

H3・4
確認数
=254

(12)(12) (10)(10)
(85)(85)

図中（）は生息数

(41)(41)
(162)(162) (230)(230)

(77)(77) (206)(206) (605)(605)

(1)(1) (4)(4)
(78)(78)

(7)(7)
(87)(87) (138)(138)

(175)(175) (132)(132) (128)(128)
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《海面》《内水面》

③漁獲量の変遷

※漁獲量：静岡県農林水産統計
※稚アユ、シラスウナギ：静岡県農林水産部水産資源室、 静岡県水産試験場浜名湖分場提供

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1環境の変遷分析

1.1.2 レスポンスの変遷 2)生物環境の変遷分析

アユの漁獲量は近年（H１１以降）
減少傾向

稚アユ捕獲量は平成13年以降
採捕目標に達していない

海面漁獲量は対象魚種により変化
H４年以降「しらす」の漁獲量はほぼ一定

シラスウナギ採捕量は
200～1200kgの間で変動
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④外来種（外来種数）の増加
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遠州灘
佐久間ダム船明ダム

秋葉ダム

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1環境の変遷分析

1.1.2 レスポンスの変遷 2)生物環境の変遷分析
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面
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a）

H5 H8 H14 H5 H8 H14 H5 H8 H14

左岸

右岸

河口部
（0～5k）

下流部Ⅰ
（5～20k）

下流部Ⅱ
（20～30k）

中流部
（30～70k）

全区間で面積は増加、特に下流部Ⅰで顕著

※H5、H8、H13河川水辺の国勢調査
1km（H5年は5km）ピッチ植物群落別面積集計表をもとに作成

各分類で確認されている外来種数は37種から41種に微増
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陸上植物

底生動物

陸上昆虫類

魚類

両生類

爬虫類

鳥類

哺乳類

37 35 41

※過去3回分の河川水辺の国勢調査（鳥類は2回）

外来生物法の
特定生物・要注意生物
リストの掲載種

分布拡大が全国的に問題となっているシナダレスズメガヤ（外来種）の面積変化をみると
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 ⑤砂浜に産卵するアカウミガメの産卵頭数
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※日本のアカウミガメの産卵と砂浜環境の現状
｢ 豊橋市におけるアカウミガメ保護調査活動
に関する報告書」
静岡県環境部自然保護室提供
日和佐うみがめ博物館提供

アカウミガメの産卵頭
数の変動は遠州灘海
岸、日和佐海岸とも
に同様の傾向

アカウミガメの産卵頭
数の変動は遠州灘海
岸、日和佐海岸とも
に同様の傾向

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.1の変遷分析

1.1.2 レスポンスの変遷 2)生物環境の変遷分析

日和佐海岸におけるアカウミガメの
上陸頭数の変化

遠州灘沿岸におけるアカウミガメの
産卵・上陸頭数の変化
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３）変遷のまとめ
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.1環境の変遷分析
1.1.3変遷分析のまとめ

河床変動 ：
・～S31頃・・・11km上流で上昇傾向
・S31～S42・・・顕著な低下傾向
・S60～H9・・・20km上流で低下傾向
洗掘深 ：
区間1～3はS42、区間4・5ではS31
から顕著な増大

樹林化 ：
・S20年代・・・ほぼ全域が河原
・H７～８・・・樹林化が大きく進展
・近年は、区間2～5）で樹林性鳥類の
割合が増加

瀬・淵・ワンド数 ：
・S31以前・・・複列砂州で瀬数が多い
・S41以降・・・交互砂州で瀬数は減少
・H8以降・・・横ばい
・近年・・・下流部でワンドを選好

する魚類の構成比、種数が
増加

アユの漁獲量 ：
・H11年以降、漁獲量は減少傾向
・H13年以降、稚アユの採捕量は
採捕目標に達していない

外来種 ：
・H3年以降、外来種数は微増
・H3年以降、シナダレスズメガヤの
生育面積は増加
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１）鹿島地点の濁水状況（平成１６年）
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.2環境の現状の追加整理
1.2.1物理環境の現状分析
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●H16では、出水が相次ぎ洪水時濁度ピークが、濁度10ppmまで低下
するのに、約20日～約2ヶ月半かかっている。
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※濁度データ：
(株)電源開発よ
り提供

２）ダムの濁水状況（H11.6.30日、洪水時の例）
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.2環境の現状の追加整理
1.2.1物理環境の現状分析
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１）河川環境に生息・生育する生物の現状

【目的】
• 天竜川中下流部にどのような生物が生息・生育しているか？
• 代表的な生物はどの区間（河川等環境区分）を利用しているか？
• 代表的な生物が選好するハビタットは何か？

○使用データ
• 哺乳類、鳥類、両生類、昆虫類 河川水辺の国勢調査結果（最新）
• 魚類、底生動物、付着藻類 個別調査結果（H15～17）

佐久間貯水池の調査結果（H17）

○抽出した代表的な種

※確認個体数が多い ＝ 調査年、調査地点ごとに上位15位以内
※河川環境に生息・生育する生物 ＝ 水中、水辺を利用する生物
※佐久間貯水池の調査結果：（株）電源開発データ

哺乳類、鳥類、爬虫類、

両生類、植物（群落）

魚類、底生動物、

付着藻類（細胞数）

河川環境に生息・生育する種 確認個体数が多い種陸
上
昆
虫
類

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.2環境の現状の追加整理

1.2.2生物環境の現状分析



調査年月日：平成17年5月19日
調査方法　：5L採水
単　  位  ：細胞/mL、*印の種類は群体/mL

No. 門 綱 目 科 学名     　　 　　調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4
1 藍色植物 藍藻 ネンジュモ ネンジュモ Anabaena sp. * 1
2 ユレモ Phormidium tenue  * 1
3 クリプト植物 クリプト藻 クリプトモナス クリプトモナス Cryptomonas sp. 1 1 28 24
4 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ペリディニウム ペリディニウム Peridinium sp. 1 1
5 不等毛植物 珪藻 中心 タラシオシラ Cyclostephanos dubius 26 23 8 12
6 Stephanodiscus sp. 30 15 1 1
7 メロシラ Aulacoseira distans 6
8 Aulacoseira granulata 367 480 72 193
9 Melosira varians 2 13
10 羽状 ディアトマ Asterionella formosa 4 8
11 Diatoma tenuis 8
12 Fragilaria crotonensis 10,400 11,900 34,400 44,700
13 Synedra acus 7 10 3 5
14 Synedra inaequalis 7 8
15 Synedra sp. 1 1 1
16 ナビクラ Cymbella minuta 38 10 1
17 Navicula spp. 11
18 ニッチア Nitzschia acicularis 27 66 1
19 Nitzschia palea 2
20 Nitzschia  spp. 21 21 1
21 ミドリムシ植物 ミドリムシ藻 ミドリムシ ミドリムシ Euglena  sp. 1
22 Trachelomonas sp. 2 1
23 緑色植物 緑藻 オオヒゲマワリ クラミドモナス Chlamydomonas sp. 2 6
24 オオヒゲマワリ Pandorina morum 16
25 クロロコックム オオキスティス Ankistrodesmus sp. 1
26 セネデスムス Coelastrum sp. 16
27 Scenedesmus spp. 12 6 6 4
28 ホシミドロ ツヅミモ Staurastrum sp. 2 2
29 不明 不明 不明 不明 不明鞭毛藻類 3

10,968 12,591 34,523 44,967
22 20 11 12種類数

合計（細胞/mL）

植物プランクトン

佐久間ダム貯水池内
（79,82,84,85km付近）

佐久間貯水池上流
（95,102km付近）

H17 H17

1回 1回

コイ ※
フナ類（ギンブナ） 4
シマドジョウ 3
ウキゴリ 2
ホンモロコ 21
オオクチバス 11

オイカワ 10 13
アブラハヤ 1
ウグイ 27 85
カマツカ 10
スゴモロコ属の一種 29 41
ナマズ 7
アユ 2
カジカ 2
トウヨシノボリ 1 9
ヨシノボリ属の一種 57 74
ヌマチチブ 20 11
ハス 4 7
ブルーギル 1

種名

２）佐久間ダム貯水池内に生息・生育する生物
1.天竜川中下流部における環境の現況分析

1.2環境の現状の追加整理
1.2.2生物環境の現状分析

H17 H17

1回 1回

フナ類（ギンブナ） 純淡水魚 4 － － － － ○ ○ ◎ ○

シマドジョウ 純淡水魚 3 ○ ○ ○ ○

ウキゴリ 回遊魚 2 ○ ○

ホンモロコ 純淡水魚 21 － － － － ○ ○ ◎ ○ 移入種

オオクチバス 純淡水魚 11 ◎ － － － ○ ○ ◎ 移入種

コイ 純淡水魚 ※ ○

オイカワ 純淡水魚 10 13 ◎ － － － ○ ○ ○ ○ ○

アブラハヤ 純淡水魚 1 ◎ ◎ － － ○ ○ ○ ○

ウグイ 回遊魚 27 85 ◎ － ◎ － ○ ○ ○ ○

カマツカ 純淡水魚 10 ◎ － － － ○ ○ ○ ○

スゴモロコ属の一種 純淡水魚 29 41 － － － － － － － － －

ナマズ 純淡水魚 7 － ◎ － － ○ ○ ◎ ○

アユ 回遊魚 2 ◎ － － － ○ ◎ ○ ○

カジカ 純淡水魚 2 ◎ ◎ ○ ○ ○

トウヨシノボリ 回遊魚 1 9 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 重要な種

ヨシノボリ属の一種 回遊魚 57 74 － － － － － － － － －

ヌマチチブ 回遊魚 20 11 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハス 純淡水魚 4 7 ◎ － － － ○ ○ ○ ○ 移入種

ブルーギル 純淡水魚 1 － ◎ － － ○ ○ ○ ○ 移入種

種名 生活型

はまり石 淵

佐久間貯水池内
（79,82,84,85km付

近）

佐久間貯水池上流
（95,102km付近）

水域

備考

河床 瀬淵等

砂礫 砂泥 浮石 早瀬 平瀬 ワンド 静水域

底生動物

H17 H17 H17 H17

2回 2回 2回 2回

エラミミズ 掘潜 0 0 28 0 ○

イトミミズ科の数種 掘潜 1302 503 24835 27872 － － － － －

Paratendipes属の数種 掘潜 2039 716 21 0 － － － － －

NEMATODAの数種 掘潜 0 0 7 0 － － － － －
Nais属の数種 掘潜 28 0 0 0 － － － － －
Limnodrilus属の数種 掘潜 14 0 1336 0 － － － － －
Procladius属の数種 掘潜 110 34 0 7 － － － － －
ヤマユスリカ亜科の数種 掘潜 55 0 0 0 － － － － －
Monodiamesa属の数種 掘潜 14 0 0 0 － － － － －
Nanocladius属の数種 掘潜 14 0 0 0 － － － － －
Tvetenia属の数種 掘潜 7 0 0 0 － － － － －
エリユスリカ亜科の数種 掘潜 138 0 0 0 － － － － －
Chironomus属の数種 掘潜 76 554 0 0 － － － － －
Cryptochironomus属の数種 掘潜 28 0 7 0 － － － － －
Harnischia属の数種 掘潜 0 0 7 0 － － － － －
Lipiniella属の数種 掘潜 34 379 0 0 － － － － －
Parachironomus属の数種 掘潜 28 0 0 0 － － － － －
Polypedilum属の数種 掘潜 620 34 0 0 － － － － －
Stictochironomus属の数種 掘潜 131 0 7 0 － － － － －
Tanytarsus属の数種 掘潜 0 0 0 0 － － － － －
ユスリカ亜科の数種 掘潜 152 0 0 0 － － － － －

数値は調査回ごとにスミス・マッキンタイヤー型採泥器（22×22cm）で3回採取した個体数（個体数/m2）の合計値。

種名 生活型

河床

砂礫 砂泥 浮石 はまり石 淵

水域浚渫箇所上流
(St.1:72km付

近)

浚渫箇所下流
(St.2：73km付

近)

捨土箇所下流
(St.3：89km付

近）

ダムサイト付
近(St.4：93km
付近）

魚類

魚類の調査結果

□：回遊魚 ■：純淡水魚 □：貯水池内で代表的と考えられる種 ※：目視確認 44
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３）現状のまとめ（哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類）

分類群

哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類

中
流
部

下
流
部
Ⅱ

下
流
部
Ⅰ

河

口

部

貯
水
池

河
道

環
境
区
分

イワツバメ、オシドリ、
ヤマセミ、カワガラス

ゴイサギ、
アマサギ
等

カヤネ
ズミ

クサガメ等 トノサマガエル

コ
ガ
モ

オ
ナ
ガ
ガ
モ

カ
ル
ガ
モ

カ
ワ
ウ
等 コ

ア
ジ
サ
シ

コ
チ
ド
リ

※哺乳類・爬虫類・両生類はH16、鳥類はH12河川水辺の国勢調査、個体数が多く、なじみのある種を記載

※写真：川の生物図鑑、日本産鳥類図鑑、日本カエル図鑑

カジカガエル

105k
〜
30k

30k
〜
21k

21k
〜
4k

4k
〜
0k

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.2環境の現状の追加整理

1.2.2生物環境の現状分析
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分類群

魚類 陸上昆虫類 底生動物

貯
水
池

中
流
部

河

道

下
流
部
Ⅱ

下
流
部
Ⅰ

河

口

部

環
境
区
分

カミムラカワゲラ、
ヒラタドロムシ等

３）現状のまとめ（魚類、陸上昆虫類、底生動物）

シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ
等

ボラ、アシシ
ロハゼ等

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
等

アオモン
イトトンボ等

モクズガニ
ヒラテテナガエビ

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

カ
ワ
ヨ
シ
ノ

ボ
リ

アマゴ
タカハヤ等

ニ
ン
ギ
ョ
ウ

ト
ビ
ケ
ラ
等

オ
イ
カ
ワ
、

ヌ
マ
チ
チ
ブ
、
ウ
グ
イ
、
ア
ユ
等

メ
ダ
カ
、

モ
ツ
ゴ
等

※魚類・底生動物はH15～17の個別調査結果、陸上昆虫類はH15河川水辺の国勢調査、（貯水池は（株）電源開発データ

（H17））、個体数が多く、なじみのある種を記載※写真：川の生物図鑑、原色日本トンボ成虫・幼虫大図鑑

エラミミズ等
（佐久間ダム）

105k
〜
30k

30k
〜
21k

21k
〜
4k

4k
〜
0k

フナ類、ウキゴリ、コイ等
（佐久間ダム）

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.2環境の現状の追加整理

1.2.2生物環境の現状分析

フ
タ
バ
コ
カ
ゲ
ロ
ウ

フ
タ
バ
コ
カ
ゲ
ロ
ウ

ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ

ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
等

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
等
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３）現状のまとめ（植物、付着藻類、植物プランクトン）

分類群

植物
付着藻類（河道）/

植物プランクトン（貯水池）

貯
水
池

中

流

部

河

道

下
流
部
Ⅱ

下
流
部
Ⅰ

河

口

部

環
境
区
分

ミクリ群落

ヨ
シ
群
落

ヒ
メ
ガ
マ
群
落

ネコヤナギ群集
サツキ群落

ホモエオスリックス ヤンシーナ

Homeothrix ｊanthinaが優占

コ
ゴ
メ
ヤ
ナ
ギ
群
集
、
ツ
ル
ヨ
シ
群
集

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
群
落
等

※植物はH13河川水辺の国勢調査、付着藻類はH15～17の個別調査結果、（貯水池は（株）電源開発データ（H17）、

個体数が多く、なじみのある種を記載

フラギラリア クロトネンシス

Fragilaria crotonensisが優占
（佐久間ダム）

105k
〜
30k

30k
〜
21k

21k
〜
4k

4k
〜
0k

1.天竜川中下流部における環境の現況分析
1.2環境の現状の追加整理

1.2.2生物環境の現状分析



２．天竜川ダム再編事業で目指すもの
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

第１回委員会の主な意見 今回の説明

48

河川環境 ①天竜川中下流部の目指すべき環境像

②天竜川中下流部における再編事業の位置付け

１．天竜川流域委員会の経緯

２．天竜川流域委員会（下流部会）

の課題抽出

３．本検討委員会の位置付け

４．天竜川中下流部の望ましい姿（想定）

○目指すべき環境像の整理

○ダム再編事業の位置付けの整理

１．天竜川中下流部における河川整備のイメージ

２．河川整備の進め方イメージ

３．天竜川ダム再編事業で目指すもの（案）
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天竜川流域委員会～これまでの経緯と進め方（案）～

天竜川流域委員会
準備会議

天竜川流域委員会

天竜川の現状の把握

課題の抽出・整理

課題への対応策
の検討

委員会 下流部会

上・下流部会へ
（委員会）

第１回～第５回 H14.4～H14.12

現地調査会

第１回 H15.2 第１回 H15.2
・各部会で上流部、下流部の
現状を把握し、課題を抽出

第１・２回 H15.5・H15.9

課題の抽出・整理

水系の課題の整理

課題の補足確認

第２～４回 H16.1・H16.3・H16.6

第２・３回 H16.11・H17.6

河川整備計画（案）

第５回 H18.3

流域委員会の設立趣旨
「天竜川水系河川整備計画（大臣管理区間）」の原案について意見を
述べることを目的に設置

2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

今後の予定

課題への対応策
の検討



天竜川流域委員会（下流部会）における課題抽出
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

天竜川の歴史や現状の理解のための情報発信

河川管理者、地元自治体、河川利用者の連携による河
川の整備、利用、管理地域との連携

下流部における堤内地から高水敷の公園や運動場へ
の安全な移動

河川・水辺・高水敷の利用、川とのふれあいの場の維持
形成

人と河川との豊かなふれあいの確保
河
川
利
用

流木・漂着ゴミ対策

ゴミの不法投棄
ゴミの不法投棄、流木・漂着ゴミ対策

自然環境・景観における土砂管理土砂管理（自然環境・景観）

水質の保全に向けた流域関係諸機関の連携

水質の保全（自然環境）
自然環境に関わる水質の保全

自然環境・景観保全のための連携

遠州灘沿岸の自然環境・景観

河口部らしい自然環境・景観

治水対策の影響

下流部らしい自然環境・景観

下流部で生息生育する貴重種等

州、淵の固定化、樹林化の進行

下流部の自然環境・景観

中流部らしい自然環境・景観

ダムなど横断工作物による魚類等への影響
中流部の自然環境・景観

自
然
環
境
・
景
観

小項目中項目大項目

課 題項
目

天竜川の歴史や現状の理解のための情報発信

河川管理者、地元自治体、河川利用者の連携による河
川の整備、利用、管理地域との連携

下流部における堤内地から高水敷の公園や運動場へ
の安全な移動

河川・水辺・高水敷の利用、川とのふれあいの場の維持
形成

人と河川との豊かなふれあいの確保
河
川
利
用

流木・漂着ゴミ対策

ゴミの不法投棄
ゴミの不法投棄、流木・漂着ゴミ対策

自然環境・景観における土砂管理土砂管理（自然環境・景観）

水質の保全に向けた流域関係諸機関の連携

水質の保全（自然環境）
自然環境に関わる水質の保全

自然環境・景観保全のための連携

遠州灘沿岸の自然環境・景観

河口部らしい自然環境・景観

治水対策の影響

下流部らしい自然環境・景観

下流部で生息生育する貴重種等

州、淵の固定化、樹林化の進行

下流部の自然環境・景観

中流部らしい自然環境・景観

ダムなど横断工作物による魚類等への影響
中流部の自然環境・景観

自
然
環
境
・
景
観

小項目中項目大項目

課 題項
目

※流域委員会（下流部会）資料より課題を抜粋）
水質事故対策危機管理（利水）

利水における土砂管理土砂管理（利水）

水質の保全に向けた流域関係諸機関の連携

水質の保全（利水）
水利用に必要な水質の保全

水利用と河川環境

河川水量の確保、水利用の合理化
適切な流量の保全・確保

利
水

水防活動

地域との洪水情報の共有と連携による被害の軽減
危機管理（治水）

新豊根ダムの管理

河川管理施設の機能維持
維持・修繕・管理

総合的な土砂管理

森林の保全

海岸の侵食対策

河床上昇対策

ダムの堆砂対策

総合的な土砂管理の構築

地震・津波に対し安全な堤防等の整備地震・津波に対する安全性の確保

高潮対策高潮に対する安全性の確保

下流部における河積不足の解消河積不足の解消

下流部における侵食・洗掘対策

下流部における堤防の漏水対策

中流部における堤防整備の遅れ

堤防・護岸の整備

洪水調節施設の整備
洪水調節施設
の整備

洪水に対する安全性の確保

治
水

小項目中項目大項目

課 題項
目

水質事故対策危機管理（利水）

利水における土砂管理土砂管理（利水）

水質の保全に向けた流域関係諸機関の連携

水質の保全（利水）
水利用に必要な水質の保全

水利用と河川環境

河川水量の確保、水利用の合理化
適切な流量の保全・確保

利
水

水防活動

地域との洪水情報の共有と連携による被害の軽減
危機管理（治水）

新豊根ダムの管理

河川管理施設の機能維持
維持・修繕・管理

総合的な土砂管理

森林の保全

海岸の侵食対策

河床上昇対策

ダムの堆砂対策

総合的な土砂管理の構築

地震・津波に対し安全な堤防等の整備地震・津波に対する安全性の確保

高潮対策高潮に対する安全性の確保

下流部における河積不足の解消河積不足の解消

下流部における侵食・洗掘対策

下流部における堤防の漏水対策

中流部における堤防整備の遅れ

堤防・護岸の整備

洪水調節施設の整備
洪水調節施設
の整備

洪水に対する安全性の確保

治
水

小項目中項目大項目

課 題項
目

50



本検討委員会の位置付け
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

環境検討委員会 流域委員会 流域関係者 河川管理者

現況の環境分析

今後の調査計画

天竜川中下流部の望ましい姿

環境予測・評価

天ダム再編で目指すもの(案)

現状の把握

課題の抽出・整理

課題への対応策
に対する意見

整備計画（原案）
に対する意見

基本方針検討

基本方針（案）

基本方針策定

整備計画（原案）

整備計画策定

関係機関意見照会

整備計画（原案）
に対する意見

整備計画（案）

【治水・利水・環境】

河川整備イメージ（検討段階）

課題への対応策
の検討

課題の抽出・整理

整備計画検討

51



天竜川中下流部における
河川整備のイメージ（検討段階）

2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

●河道整備 ●ダム再編事業 ・・・・洪水調節、土砂移動の確保・・・・河道疎通能力の確保

①樹木伐採による河積確保 ①洪水調節

流量調節前の水位変動 流量調節前
の水位

流量調節後
の水位

時間

水位 水位低下

流量調節後の水位変動

樹木伐採

河積の確保

②低水路掘削による河積確保 ②土砂移動の確保（河床の攪乱）

土砂の移動（河床の攪乱）

土砂の供給

河積の確保

低水路掘削

土砂の移動（河床の攪乱）

52河口に土砂移動



河川整備の進め方のイメージ（検討段階）
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

２０～３０年

●河道整備

【河川整備計画】

・樹木伐採

・河道掘削（砂利採取含む）

・その他（築堤等）

●ダム再編事業

・洪水調節

・土砂移動の確保

・土砂供給実験

【土砂の流下イメージ】

（出水時に流下）

・砂礫の量

・砂の量

・シルト・粘土の量

土砂移動の確保の一部供用開始 土砂移動の確保の供用開始

洪水調節の供用開始

53



天竜川中下流部の望ましい姿（想定）
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

54

●ダム貯水池に流入してくる土砂をできるだけ多く通過させる

●上流からの土砂供給による、

⇒白い砂礫河原の広がる環境

⇒澪筋の深掘の増大が抑制され、砂州の撹乱が適度にあり、

樹林化が抑制された状態

●生物の生息・生育の場であるワンドの数が維持された状態

●アユの生息数が多い河川環境

●天竜川固有の生物が生息・生育し、外来種が少ない河川環境

●河口部テラスを維持するために必要な土砂が確保されている河口域

環境の現況分析から想定される望ましい姿（想定）



天竜川ダム再編事業で目指すもの（案）
2. 天竜川ダム再編事業で目指すもの

55

佐久間ダムの洪水調節により、治水安全度の向上

①ダム貯水池に新たに流入してくる土砂を、可能な限り貯水池に堆砂させ
ることなく、出水時の流水による土砂の輸送力を用いて、できるだけ多く通
過させる。
②これにより、河床の撹乱を起こす。
③これにより、河口に必要な砂量を増加させる。

①砂礫河原（過去）、樹林（現在）に代表されるハビタットのバランスが保たれ
た河川環境の維持
②アユ等の魚類が良好に生息する河川環境
・砂礫の供給により、アユ等の産卵場や生息場の維持
・砂礫の流下に伴うクレンジング作用により、餌となる付着藻類の剥離更新

の促進
③天竜川中下流部固有の生物が生息・生育する河川環境の維持

治水

物理環境

生物環境



３．環境予測・評価

河川環境

①治水機能による流況変化が土砂動態に及ぼす影
響の検討が必要

②レスポンスを評価するには、どれだけの土砂がで
てくるのか与えられる必要がある。

③再編事業が最近の河川環境の傾向に対してどの
ように作用するか検討が必要

④環境改善、再生といった視点から注目種を選定
する必要がある。

⑤どの生物が一番レスポンスして、その状況がモ
ニタリングできるかの視点が必要

⑥個々の生物の生息状況だけでなく、当該生物の
生息条件を整理した上で、それらの組み合わせに
よって行うべきである。

⑦付着藻類についてはどう評価するのかといった
検討項目を入れる必要がある。

＜河川＞

・洪水時の流況変化……①

・流下土砂量の変化

・平均河床高の予測 ②③

・河床の粒度構成の変化

＜海岸＞

・海岸環境の予測 ･･････⑧⑨⑩

(海岸管理者と調整中)

海岸環境

第１回委員会の主な意見

⑧緊急度の高い海岸侵食への対応に関連し、再
編事業による海岸への土砂供給を時間軸で明確
にする。

⑨海岸侵食の抑制は、シナリオに分けて議論する
必要がある。

⑩海岸侵食の抑制は、基準とする年を明確にする
必要がある。

今回の説明

○物理環境の予測

○生物環境の予測

3. 環境予測・評価

○環境予測・評価の方法

・インパクト・レスポンスフロー（素案）

…③④⑤⑥

・物理環境（生息生育基盤）の変化から

知見等により生物の変化を予測（想定）

※⑦は検討中
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3. 環境予測・評価
3.1 環境予測・評価の方法天竜川ダム再編事業に係わるインパクト・レスポンスフロー（素案）
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ダイレクトに反応すると考えられるレスポンス

ダム貯水池 佐久間ダム 洪 水 調 節 洪水時の放流量の変化

洪水時の放流濁度の変化

土 砂 流 下 洪水時の放流水温の変化

 （出 水 時） 　

貯水池濁度の変化 植物プランクトンの成育状況の変化 魚類の生育・・・ 水鳥の生育・・・

貯水池水温の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・

洪水後の放流濁度の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
洪水後の放流水温の変化

秋葉ダム 土 砂 流 下
 （出 水 時）

河　     　道 洪水時の流況の変化 掃流力・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　 　

流下土砂量の変化 河床材料構成 付着藻類の生育状況の変化 魚類（アユ等）の生息・・・ 水鳥の生育・・・

（掃流砂、浮遊砂、ウォッシュロード） 　
底生生物の生育状況の変化 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・

魚類（アユ等）の生息・産卵状況の変化 ・・・・・・・・・・・・・ 　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・

　　　　主として掃流砂、浮遊砂 河床勾配・・ 流水域・・ 　

　 河床高・・・ 　 　
低水路幅・
　 水際域・・ ・・・・ 　

　 　
陸域・・・

　　　　主としてウォッシュロード
　

濁度の変化 ピーク濃度・・ 　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ 　
　
継続時間・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・

栄養塩類の変化 　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・

河川水温の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・

　

河　     　口 流下土砂量の変化 河口テラス・・ ・・・・ ・・・ 底生生物の生育状況の変化 ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・

　

流下濁度の変化 ピーク濃度・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

　 　
継続時間・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・
　 　

流下栄養塩類の変化
　 　 　

海　     　岸 漂砂量の変化 汀線の変化・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

段階を経て反応すると考えられるレスポンス

領　　　　　　　　　域 イ　ン　パ　ク　ト レスポンス（物理環境･生息生育基盤） 想定されるレスポンス（生物の変化）
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環境予測・評価の方法 ダム貯水池～河道

ダム
貯水池

洪水調節・土砂流下（出水時） ：佐久間ダム

インパクト

河道

土砂流下（出水時） ：秋葉ダム

栄養塩類の変化

河川水温の変化

洪水時の流況変化（±） 付着藻類の更新動態の変化

底生動物（トビケラ、カゲロウ類）の
生息状況の変化

底生動物の生息状況の変化

魚類の生息・産卵状況の変化
（砂礫河床に産卵するアユ等）

魚類（アユ等）の生息状況の変化

陸域の植生の変化（河原→草地・樹林）

陸域の植生（シナダレスズメガヤ等）の変化

濁水の変化（＋）
ピーク濃度の
変化

魚類（アユ等）の生息状況の変化

流下土砂量の変化（＋）

付着藻類の生育状況の変化
河床構成材料の
変化（砂・礫＋）

付着藻類を摂餌する
魚類（アユ等）の
生息状況の変化

付着藻類の生育状況の変化、
河川付着物内の
無機物質量の変化

継続時間の
変化

付着藻類を摂餌する
魚類（アユ等）の
生息状況の変化

主に掃流
砂・浮遊砂
の増加

主にウォッ
シュロード
の増加

河床高の
変化

河床勾配の
変化

河口・海岸

凡例 ■：物理環境でシミュレーション予測を考えている項目

■：生物環境で知見等から予測を考えている項目

※ 今回予測した項目は、（＋）や（－）で表示

物理環境・生息生育基盤変化 生物の変化

流水域の
変化

陸域の
変化

瀬に産卵する魚類（アユ等）の産卵状況

更なる陸域化

水際域の
変化

3. 環境予測・評価
3.1 環境予測・評価の方法



物理環境の変化
①洪水時の流況変化予測

洪水名 昭和58年9月 地点名 鹿島
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流量（調節後）

流量（調節前）

3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測

既設クレストゲート・既設放流管による
定開度調節方式
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佐久間ダムに洪水調節方式（検討素案）を与え、
流出計算モデル（貯留関数法）により基準点鹿島
流況を算出

予測方法

洪水調節方法（検討素案）

計画洪水（確率1/150）に対し、基準地点鹿島において
約3,500m3/sの流量低減（効果）

実績洪水に対して、基準地点鹿島において
約1,600m3/sの流量低減（効果）
ピーク付近を除いて大きな流況変化はない

洪水名 昭和43年8月
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引き伸ばし後量雨（鹿島上流域）

引き伸ばし前雨量（鹿島上流域）

Rsa350mm

基準地点新豊根ダム・佐久間ダム調節後流量

基準点新豊根ダム調節後流量

基準地点調節前流量

ダム地点調節後流量

ダム地点調節前流量

昭和43年8月型

基本高水に対する鹿島での流況変化 実績洪水に対する鹿島での流況変化



物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
3. 環境予測・評価

3.2 物理環境の予測

●既往の検討モデルについて

予測算出項目計算区間 予測手法

佐久間ダム直下～河口

鹿島

船明ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

●一次元河床変動モデル

●通過土砂量の変化

（40年間の粒径別土砂通過量）

●平均河床高の変化

（40年経過後）

●河床粒度の変化

（ 40年経過後）

●１ライン海浜変形モデル

海岸

●海岸汀線の予測

（50年後の予測）

○ 海岸侵食対策と利水ダムの機能・回復のための土砂管理対策検討委員会

による「河川と海岸が一体となった総合的な土砂管理対策のための基本的

な検討手法～天竜川をモデルケースとして～（ H16.2）」から引用
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物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
3. 環境予測・評価

3.2 物理環境の予測

●既往の一次元河床変動モデル

粒径集団の区分 検証期間：

S54S54～～H11H11のの2121年間年間

検証項目：

○平均河床高（縦断形状）

○累年河床変動量（区間別）

○河床粒度構成（断面別）

●河道には堆積せず海岸で沖合いに流出してしまう
ウォッシュロード成分[粒径集団①] 

●河道に堆積せず海岸で砂浜を形成する成分[粒径集団②] 

●河道に堆積して河床を形成するとともに、海岸では河口
部に堆積する成分[粒径集団③] 

天竜川流砂系（佐久間ダム、河道、海岸）　粒度分布

0
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粒径（㎜）

加
積
百
分
率
（
％
）

佐久間ダム堆積土砂

河道(S31)3～7k

河道(S31)9～13k

河道(S31)19～25k

海岸T.P.0m

海岸T.P.-5m

海岸T.P.-10m

 粒径区分 代表粒径 
1 ｄ≦0.005（㎜） 0.003mm
2 0.005＜ｄ≦0.075（㎜） 0.030mm
3 0.075＜ｄ≦0.106（㎜） 0.091mm
4 0.106＜ｄ≦0.25（㎜） 0.178mm
5 0.25＜ｄ≦0.425（㎜） 0.338mm
6 0.425＜ｄ≦0.85（㎜） 0.638mm
7 0.85＜ｄ≦2.00（㎜） 1.425mm
8 2.00＜ｄ≦4.75（㎜） 3.375mm
9 4.75＜ｄ≦9.5（㎜） 7.125mm
10 9.5＜ｄ≦19.0（㎜） 14.250mm
11 19.0＜ｄ≦26.5（㎜） 22.750mm
12 26.5＜ｄ≦37.0（㎜） 31.750mm
13 37.0＜ｄ≦75.0（㎜） 56.000mm
14 75.0＜ｄ（㎜） 100.000mm

①の粒径集団に相当
（シルト・粘土）

②の粒径集団に相当
（砂）

③の粒径集団に相当
（砂礫）
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予測条件：S35～H11（40年間）
●既往の一次元河床変動モデル

3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測

条件 要因なし（ダムなし・砂利採取なし） 要因あり（ダムあり・砂利採取あり） 
①上流端外力 
流量 鹿島 500m3/s以上の時刻流量 
土砂の粒度 粒度構成は佐久間ダムと同じと仮定。 

 

土砂量 本川ダム堆砂量（泰阜，平岡，佐久

間ダム）を、流量で按分。 
Wash Load のみ流出であり、河床や海
岸に影響しないため０としている。 

②支川外力 
流量 鹿島 500m3/s以上の時刻流量（実績値）を、流域面積比で按分。 
土砂の粒度 粒度構成は佐久間ダムと同じと仮定。 

 

土砂量 支川ダム（新豊根、水窪）の実績 堆
砂量を面積・流量で按分 

同左。ただし、支川ダム（新豊根、水窪）

からの流出土砂は 0としている。 
③その他外力 砂利採取：なし 砂利採取：実績採取量を年末に一括控除 
④初期河道条件 
河床形状 S38測量断面 S54測量断面  
河床材料 S41の粒度構成（Ｓ38やＳ54に最も近い、全区間に亘る観測値） 

⑤計算粒径区分 流砂形態の異なる３つの粒径集団（シルト・粘土，砂，礫）を考慮し、14区
分で設定。 
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●既往の一次元河床変動モデルによる予測結果

土砂収支
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佐久間ダム地点通過
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単粒径の砂を供給した場合の汀線変化量の予測結果

貯水池内堆砂

：現状における（0.2≦ｄ<26.5mm）の河口放出土砂量＝
10.7万m3/年の場合

：細粒成分（ 0.20≦ｄ<0.25mm ）を、河口から40万/年

放出させた場合

：中粒成分（ 0.25≦ｄ<0.425mm ）を、河口から40万/年
放出させた場合

：粗粒成分（ 0.425≦ｄ<0.85mm ）を、河口から40万/年
放出させた場合

3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測

砂利採取

砂礫(0.85mm＜d)

砂(0.106＜d≦0.85mm)

シルト・粘土(d≦0.106mm)

注）四捨五入して整数表示
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物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
3. 環境予測・評価

3.2 物理環境の予測

●今回検討しているモデル
：今回説明

予測算出項目計算区間 予測手法
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ダム貯水池（平岡ダム直下～秋葉ダム）

河道（船明ダム～河口）

海岸

鹿島

船明ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

●通過土砂量の変化
（10年間の粒径別土砂通過量）

●一次元河床変動モデル

●一次元河床変動モデル

●通過ＳＳの変化
（0.1mm以下の粒径別土砂通過量）

●鉛直二次元濁水モデル

●通過土砂量の変化
（ 10年間の粒径別土砂通過量）

●平均河床高の変化
（10年経過後）

●河床粒度の変化

（10年経過後）

※船明ダム：洪水時は河道と同様な流下形態

●砂州形態、瀬・淵の変化●二次元河床変動モデル

河口テラス
●静穏域を仮定した河口テラス
形状（海岸管理者と調整・連携）●二次元河床変動モデル

●沿岸流を考慮した海岸形状
（海岸管理者と調整・連携）●1ライン海浜変形モデル
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予測条件：S55～H1（10年間）

今回モデルの概要
検証期間： S5S555～～HH0101のの1010年間年間

検証項目： 各年値で検証

○平均河床高（縦断形状）

○各年河床変動量（区間別）

○土質区分毎の堆砂量を再現しうる流入土砂条件を同定

○精度向上のため、佐久間貯水池区間，秋葉貯水池区間

のモデルを改良

3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測

条件 河道（秋葉ダム下流～河口） 秋葉ダム貯水池 佐久間ダム貯水池 
①上流端外力 
流量 洪水期間（流出計算による再現期間のみ）の時刻流量  
土砂量 秋葉ダムから流出される粒径別土砂量

の算定結果 
佐久間ダムから流出される粒径別土

砂量の算定結果 
昭和 55年～平成元年の 10年間の実績堆砂
量を流量で按分。 
Wash Loadは一次元河床変動モデルで再現
性良くなるように、Wash Load堆砂量を割
り増しして設定。 

②支川外力 
流量 洪水期間の時刻流量（流出計算による再現流量）  
土砂量 支川ダム（新豊根、水窪）の実績 堆砂

量を面積・流量で按分（粒度は佐久間

ダムと同じと仮定） 

昭和 55年～平成元年の 10年間の実
績堆砂量を流量で按分 
Wash Load は、佐久間ダム流入
Wash Load量の面積比で設定。 

大きな支川は無いため考慮せず。 

③その他外力 砂利採取なし  維持掘削あり 維持掘削あり 
④初期河道条件 
河床形状 整備計画河道（検討素案） H17測量断面（≒S43維持河床） H1測量断面（≒S45維持河床）  
河床材料 H13の粒度構成 S54の粒度構成 S54の粒度構成（ボーリング調査から推定） 

⑤計算粒径 
区分 

下流河道：流砂形態の異なる３つの粒

径集団（シルト・粘土，砂，礫）を考

慮し、14区分で設定。 

佐久間堆積土砂の粒径加積曲線の勾

配変化点で区分した 8区分 
同左 



3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測

計算期間：S55～H1の10年間（流出土砂の多い期間）
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モデルの
変更

（H18.10）

モデルの
変更

（H18.10）

従前モデル
（H16.2）
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対策なし（ダムあり・砂利採取なし）

単位

[万m3/年]

ダム放流

河口

支川

鹿島通過

河口放出

貯水池内堆砂

ダム放流

佐久間ダム

秋葉ダム

支川

砂礫(0.85mm＜d)

砂(0.106＜d≦0.85mm)

シルト・粘土
(d≦0.106mm)

●今回モデルによる予測結果
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121

対策あり（ダムあり・砂利採取なし）

仮設定（佐久間ダム1/2排砂）
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61
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28

1
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412

58

335

2

63

335

0

0

270

19

110

367
ダム流入貯水池内堆砂

単位

[万m3/年]

仮設定

無対策の佐久
間ダム堆砂量
の1／2を排砂

支川

貯水池内堆砂

ダム放流

佐久間ダム

秋葉ダム

19

110

367

ダム流入

9

55

60

貯水池内堆砂

0

0

246

ダム放流

流出土砂を増やすことで、河口
放出土砂量が増加する
（砂、シルト・粘土の増）

+

物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測

支川

鹿島通過

河口放出

河口



佐久間ダム堆積土砂量の年次経過
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累計流入土砂量
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累
計
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既往モデルの予測外力期間
（砂利採取前の堆砂量＝約260万m3/年）

今回モデルの予測外力期間
（砂利採取前の堆砂量＝約290万m3/年）

至近10年の期間
（砂利採取前の堆砂量＝約130万m3/年）

3. 環境予測・評価
3.2 物理環境の予測

既往のモデル：S35～H11（40年間）

今回のモデル：S55～H1（10年間）

・・・ 約 ２６０万m3／年

・・・ 約 ２９０万m3／年

約 １３０万m3／年・・・至近10年（Ｈ７～H１６）

予測条件 年平均堆砂量

物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
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物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
3. 環境予測・評価

3.2 物理環境の予測

予測結果（平均河床高の変化）

対策あり（仮設定：佐久間ダム1/2排砂）は、対策なしと比べて25ｋより下流での河床高は、大きく変化していない。

河床高の予測結果（0～30k）
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10年経過後河床高（対策あり）
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物理環境の変化 ②流下土砂量の変化の予測
3. 環境予測・評価

3.2 物理環境の予測

予測結果（河床粒度の変化）

17k付近でみられるように、13k～47Kでは砂礫分が増えている

天竜川下流粒度分布経年変化
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初期河床材料H13(17.0k)

10年間の洪水再来後における計算値
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対策なし 対策あり（仮設定：佐久間ダム1/2排砂）

天竜川下流粒度分布経年変化
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想定されるレスポンス（生物の変化）
3. 環境予測・評価

3.3 生物環境の予測

今回予測した物理環境変化に対する生物変化の予測

物理環境の予測結果

（仮設定：佐久間ダム
1/2排砂）

ダイレクトに
反応する種

段階を経て
反応する種

知見等

流下土砂量の
変化

河床構成材料の
変化

13ｋ～47kにおいて
砂礫分が増

付着藻類
掃流砂、浮遊砂が付着藻類の付着部分に衝
突し、摩擦力により剥離する割合が増える。

河 魚類（アユ等）
付着藻類を摂餌するアユの生育状況の変化
が予想される。

底生生物
砂礫を好む底生生物（ヒメヒラタカゲロウ、サ
ツキヒメヒラタカゲロウ）の生息環境が増える
ことになれば個体数が増加する。

魚類（アユ等）
アユは河口近くの平瀬、早瀬に産卵するが、
産卵床の条件に変化を与えるかもしれない。

濁水の変化 　
シルト・粘土分の
流下量が増

付着藻類
継続時間が長くなると付着藻類により無機物
量が捕捉される。

道 魚類（アユ等）
付着藻類を摂餌するアユの生育状況の変化
が予想される。

魚類（アユ等）
アユはシルト・粘土分がエラに詰まることで、
濃度・継続時間の条件によっては死亡する。

河
流下土砂量の
変化

砂分の流下量が増 底生生物 　

口 流下濁水の変化
シルト・粘土分の
流下量が増

底生生物 　

今 回 予 測 し た 物 理 環 境 項 目 生　　物　　の　　変　　化

（物理環境・生息生育基盤の変化）
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想定されるレスポンス（生物の変化）
3. 環境予測・評価

3.3 生物環境の予測

71

次回以降予測する物理環境項目に対する生物変化の予測

ダイレクトに
反応する種

段階を経て
反応する種

知見等

流下土砂量の
変化

流水域（瀬・淵）の
変化

　
魚類
（アユ等）

アユは河口近くの平瀬、早瀬に産卵する
が、産卵床の条件に変化を与えるかもしれ
ない。

河 陸域の変化
外来植物
（シナダレ
スズメガヤ）

　
進入すると川原に砂が堆積することによ
り、河原特有な植物の生育環境が失われ
る可能性がある。

魚類
（アユ等）

アユは河口近くの平瀬、早瀬に産卵する
が、産卵床の条件に変化を与えるかもしれ
ない。

　 濁水の変化
ピーク濃度
の変化

　
魚類
（アユ等）

アユはシルト・粘土分がエラに詰まること
で、濃度・継続時間の条件によっては死亡
する。

道
継続時間の
変化

無機物量の
変化

付着藻類
継続時間が長くなると付着藻類により無機
物量が捕捉される。

　 　 魚類（アユ等）
付着藻類を摂餌するアユの生育状況の変
化が予想される。

河
流下土砂量の
変化

河口テラスの
形状変化

砂分の
流下量が増

底生生物 　

流下濁水の変化
ピーク濃度の
変化

底生生物

口 　 継続時間の変化 　 底生生物 　 　

海
岸

漂砂量の変化 汀線の変化 　 　

生　   　物　   　の  　変　　  化
次 回 以 降 予 測 予 定 の 物 理 環 境 項 目
（物 理 環 境 ・ 生 息 生 育 基 盤 の 変 化）



4.今後の調査計画

４．今後の調査計画

４.１ 調査計画の進め方

４.２ 今までに実施してきた調査

４.３ 予測精度の向上（案）

４.４ 土砂供給実験（案）

４.５ 事前調査（案）
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1)調査計画の進め方 4.今後の調査計画

73

応答性応答性（不明確）（不明確）

今回今回予測予測（数値解析）（数値解析）インパクト・レスポンスインパクト・レスポンス
フロー（想定）フロー（想定）

生物の変化予測生物の変化予測
（現状分析、知見等より）（現状分析、知見等より）

３．予測評価

4)4)土砂供給実験土砂供給実験
（ﾚｽﾎﾟﾝｽの確実性確認）（ﾚｽﾎﾟﾝｽの確実性確認）

段階的排砂段階的排砂

必要必要

土砂供給土砂供給
実験では実験では
困難困難

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ改良

インパクト・レスポンスフローの検証

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの精度向上精度向上

供給量を供給量を
増やす増やす

3)予測精度の向上

5)5)事前調査事前調査

本格排砂本格排砂

順応的管理

Ａ

次回以降予測次回以降予測（数値解析）（数値解析） ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの構築等ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの構築等

Ａ

生息生育基盤
の予測検証

生物の応答性
確認

インパクト・レスパンスの
検証

ｲﾝﾊﾞｸﾄｲﾝﾊﾞｸﾄ･･ﾚｽﾎﾟﾝｽﾚｽﾎﾟﾝｽ ＯＫＯＫ
ｲﾝﾊﾞｸﾄｲﾝﾊﾞｸﾄ･･ﾚｽﾎﾟﾝｽﾚｽﾎﾟﾝｽ ＮＯＮＯ

室内実験
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領域 調査項目 調査内容 調査時期 調査目的

ダム貯水池 佐久間貯水池内生物調査
生物環境（魚類・植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ）
※㈱電源開発提供

Ｈ１７ Ⅰ

佐久間貯水池濁度
時間毎濁度（ﾀﾞﾑ上流3km)
※㈱電源開発提供

Ｈ７～ Ⅰ

横断測量
堆積土砂の量の把握
※㈱電源開発提供

佐久間ダム(S31～）
秋葉ダム(S33～)
船明ダム(S52～）

Ⅰ

佐久間貯水池表層地質調査
堆積土砂の質の把握
※㈱電源開発提供

S54～56､58､H1､4､7､9～12 Ⅰ

佐久間貯水池地質調査 堆積土砂の質の把握 Ｈ１７、１８ Ⅱ
出水時水質調査

出水時におけるダム流入点・放流点のＳＳ（濁度）等の
把握

Ｈ１５～ Ⅱ

河道 河川水辺の国勢調査
定点での生物環境（哺乳類・鳥類・昆虫類・両生類・底
生動物・魚類）

Ｈ３～ Ⅰ

生物調査
定点での生物環境（魚類・底生動物・付着藻類）
アユの産卵場所調査、流下仔魚調査

Ｈ１５～ Ⅲ
平常時水質調査 平常時の水質調査(鹿島） Ｓ３７～ Ⅰ
出水時水質調査 出水時の河道通過時のＳＳ（濁度）等の把握 Ｈ１５～ Ⅱ

定期縦横断測量 定期縦横断測量
(T7､S8､25､30､31)､S37～54､
56～58､61､H1､9,12,15 Ⅰ

河道地形計測（ﾚｰｻﾞｰ） 出水後の河道内の地形変化の把握 Ｈ１５～ Ⅱ

河床材料調査 河床材料の把握
S29～34､39､41､55､57､58､59､
H13､15､16､17 Ⅰ

河口テラス 河口テラス地形計測(ﾅﾛｰﾏﾙﾁ） 出水後の地形変化（河口からの流出土砂量） Ｈ１７、１８ Ⅲ
河口テラス堆積物調査

過去の年代堆積物調査（河口テラス）
海岸線の背後地堆積物調査（別途研究機関と連携）

Ｈ１８(予定） Ⅲ

河口テラス底質調査
現在の底質の把握（粒度組成、ＰＨ、ＣＯＤ、窒素、リ
ン、強熱減量等の含有量把握）

Ｈ１８(予定） Ⅲ
河口テラスベントス調査 河口テラスにおけるマクロベントス生物調査 Ｈ１８(予定） Ⅲ

海岸 底質調査
海岸材料の把握
※海岸管理者提供

Ｈ５ Ⅰ

調査目的

Ⅰ：基礎調査

Ⅱ：予測精度の向上のための調査

Ⅲ：ｲﾝﾊﾟｸﾄ･ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾛｰ検証のための調査今回使用データ

2)今までに実施してきた調査 4.今後の調査計画



3）予測精度の向上（案） 4.今後の調査計画

●土砂流下シミュレーション（数値解析）の改良及び構築予定

検証、条件

ダム貯水池 佐久間ダム

放流濁度・水温

貯水池濁度・水温

秋葉ダム 放流土砂の量・質

放流濁度・水温

貯水池濁度・水温

流下土砂量 H11以前のデータを使用

河床材料

河床勾配

河床高

濁水ﾋﾟｰｸ濃度

濁水継続時間

流水域（瀬・淵）
水際域、陸域

二次元河床変動
モデル構築

アユ産卵場の15k～20k区間、汽水域の0k～5k区間

流下土砂量

形状の変化

漂砂量の変化

汀線の変化

河道（秋葉ダムから河口）

今後の構築及び改良予定内容

１ｰlineﾓﾃﾞﾙ

河口テラス

海岸

一次元河床変動
計算

鉛直二次元濁水
モデル構築

一次元河床変動
モデル

領域

一次元河床変動
計算

S21～S37
汀線変化量

予測項目 予測手法
今回説明の内容

S55～H1
縦断形状の経年変化
堆砂量の経年変化

放流土砂の量・質
H1以前の佐久間貯水池地質デー
タを使用

H1以前の秋葉貯水池地質データ
を使用

上流端外力の土砂粒度構成をH17､18の佐久間貯水池地
質調査データを使用し、H15～H18の出水時水質調査の
SSを踏まえてＬＱ式を設定。
各年の粒径別堆砂量を概算し、これを再現しうる粒径別の
ＬＱ式を設定

１ｰlineﾓﾃﾞﾙの精度向上または等深浅モデルの構築
（海岸管理者と調整・連携）

汀線変化量は海岸の深浅測量結
果から設定

二次元河床変動
モデル構築

放流濁度及び貯水池内濁度を予測するためモデルを構築

H15～H18の出水時水質調査のSSを踏まえて支川ＬＱ式を
再設定。

H15～H18の出水時水質調査のSSを踏まえて支川ＬＱ式を
設定。

（海岸管理者と調整・連携）

S54～H11
縦断形状の累年値
区間別変動量の累年値
河床粒度の累年値

S55～H1
縦断形状の経年変化
堆砂量の経年変化

●改良及び構築における検証データの蓄積

・出水時の浮遊砂、掃流砂量（質）

・出水時及び平常時のｳｵｯｼｭﾛｰﾄﾞ量（質）

・気田川等の支川からの流入土砂量（質）
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4）土砂供給実験（案）

●目的 インパクトレスポンスに対する物理環境予測、生物の生息基盤の変化、生物の応答性・感度等に
ついて実験により検証（確認）する

流下土砂の変化
（土砂供給実験）

①付着藻類の生育状況の変化

②底生動物の生息状況の変化

③魚類の生息・産卵状況の変化

①河床構成材料の変化

②流水域（瀬・淵）の変化 ④瀬に産卵する魚類の産卵状況の変化
河床勾配の変化
河床高の変化

4.今後の調査計画

●検証する項目

①河床材料の変化

②流水域（瀬・淵）の変化

①付着藻類の生育状況の変化

②底生動物の生息状況の変化

③魚類の生息・産卵状況の変化

④瀬に産卵する魚類の産卵状況
の変化

物理環境

生物環境

●実験のモニタリング調査計画

①河床材料調査

②河道地形計測（レーザー）

①付着藻類調査
（クロロフィルa量、細胞数、種構成、強熱減量等）

②底生動物調査
（湿重量、個体数、種構成等）

③④魚類調査
（アユの産卵状況、産卵床の河床状況等）

土砂供給により河床構成材料・瀬が変
化するかどうかを確認し、それに対応し
て変化する生物の組成及び状況を確認

供給土砂置場の上下流で調査
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4）土砂供給実験（案）
実験のイメージ

ア
ユ
の
産
卵
場

秋葉ダム

船明ダム

供給土砂の量：

供給土砂の質：

4万m3、8万m3、12 万m3と段階的に変
化確認。

砂礫、砂、ｼﾙﾄ・粘土の比率は変化を確認
しながら変える。

●実験方法

土砂供給置き場： 平常時には流れず、出水時に流れる位置。

産卵状況が確認できる土砂供給置き場の選定。

土砂供給

ある流量規模以上
のときに流出

・土砂供給実験前の河床の状況調査（間隙等）

●不足している事前調査

4.今後の調査計画

漁協等の河川利用者と調整し実施

鹿 島



鹿島

大輪橋

横山橋

掛塚橋

鴬巣（平岡ダム下流）

気田川

中部大橋

4.今後の調査計画5）事前調査（案）
水質観測所

出水時水質調査 調査開始 SS 濁度
天竜川橋
中部大橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間
大輪橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間
竜山大橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間
横山橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間
鹿島橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間
掛塚橋 Ｈ１５ １回／時間 １回／時間

㈱電源開発 調査開始 SS 備考
平岡ダム上流 Ｈ１４ 18回／年 12/1～4/20
天竜川橋 Ｈ１０ 6回／年
平神橋 Ｈ１４ 18回／年 12/1～4/20
鷹巣橋 Ｈ１４ 18回／年 12/1～4/20
佐久間貯水池(No.0) Ｈ１４ 18回／年 12/1～4/20
佐久間発電所放流口 Ｈ１０ 6回／年
大輪橋 Ｈ１０ 6回／年

㈱電源開発 調査開始 濁度 備考
鴬巣 Ｈ７ 毎時
ダム地点3k Ｈ７ 毎時
第2発電所放流口 Ｈ１４ 毎時
大輪橋 Ｈ１０(S59) 毎時 ( )日ﾃﾞｰﾀ
秋葉取水口 Ｈ１０(S57) 毎時 ( )日ﾃﾞｰﾀ
船明取水口 Ｈ１０(S54) 毎時 ( )日ﾃﾞｰﾀ
鹿島 Ｈ１６ 毎時
掛塚橋 Ｈ１５ 毎時

定期水質調査調査開始 SS 総窒素 総リン 観測基準類型
佐久間ダム H16.4 1回／月 1回／月 1回／月 湖Ａ、湖Ⅳ
秋葉ダム S47.4 1回／月 4回／年 4回／年 ＡＡ
鹿島橋 S37.6 1回／月 4回／年 4回／年 ＡＡ

●既往水質観測の内容

自動水質観測所設置の候補地点

●調査目的

・「流下土砂量の変化」の浮遊砂、ｳｵｯｼｭﾛｰﾄﾞ量（濃度）を把握

・「濁水の変化（ﾋﾟｰｸ濃度の変化、継続時間の変化）」を把握

上記を把握するためには24時間自動観測所（ＳＳ）の設置予定
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